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就任のご挨拶

宇宙科学研究所長秋葉銀二郎

この l主.1&村， iij 所長の後を受け. 'i<Hi 科''I 研究

所長の重責を III. うニととなリました。ヰ:山科学研

究所もはや満 10 年を経過し.この UIl.大きな成仰

を i韮げて参りました.ニれはひとえに.Ift代所長

の適切なご指導のもと.戦民ー|ロ lの不附 Iの努力と

所外関係各{立の絶大なるご支阪の賜物であリます。

4LJC に諜せられた使命は.この'土似の|に立って，

ヰ術科学研究を佐々 発民させることであるのは中

すまでもあリません。当 Itli. M-VI~I~ の UH 発が応大

の課題でありましょう。またーこれまで多くの l北

米を挙げて参リました X線天文，太陽地球系 ~~lnJ

プラズマ物旦 Il分町内科 ，，'1: l:ljIi.， :1 匝!iの発以.ハレー

咋 Jl~ 探伐に端を発した i J，;l<; l，ll*1l';汁阿，さらに件

怖のつ仁学笑験術尽の推進も重要課題て4あります。

しかしこれからの社会Q.tjlのもとで従米の路線

を県持する道は決して τl市 1 とはIiえません。不十

分な研究子 IT. 定fUjl]i域.大学院問題、どれをと

っても尚一ちに解決に結び付〈名案はありません。

.Ii.研究分~L 研究~府の11.; がり. I王|内. [iiI

1

際協力機会的JjY: }.:はこの数年米円しい傾向となっ

ておリます。この際. j·a を }~I~:えた大きな方針

のむとで.Ifi山 (I')に所が取リ車IIむべき問題につき

取総選iIi を;tr~句ぬことが何よリ L 別'8::かと忠われ

ます。さて 今年は同際'j':'1山年 (I Sy) です。国際

地球観i\lll 年 (IG Y)から 35年 LI に当たり惑!止として

の地球を比 l立そうと三う百九動が民DB されています。

それはそれとして. '(Ui町f としてはICYはそれ

を機会に-11<がILj'j 山什干の研究が観測ロケ y トか

句 ill発した午であると JI~ に， '111 界的にも初の人了

f{Mil~ が11 ち|げ句れるなど，大きく j':'rii 開発に州

みを(.jけた li ・I' として忘れ糾ぬものがあリます。

今， I呼び. ISY にその様な企~J 米をlUI待すべくもあ

りませんが.我々として L. 恥i丘、い社会層的支持

を件つつ'j-:Hi 科"l 研究町長!日Wi推進!.!i盤を凶める

芯味において.この機会に fl(極的に宇宙科学的啓

蒙.教fm;動に参加することとしておリます。

i寺線Iiの御支援 i却鞭t.flをお躍flい申しあげます。



退官にあたって

宇宙科学研究所前所長西村 純

宇副科学研究所の 111l'身にあたる寸'街航空白f究所

に私が入ったのは lip，千1141年である。既に 25年の歳

H がi品til，大'芋を卒業してからの研究生活の内.

半分以j の時期l をこの研究所で過ごした事になる。

入所したのは航空研究所を改組した直後で.主I!

物は盤備されて必らず.超高速風洞が動くと It1 J首

が|封|こえなくなる 60 号館の 附に肘を構えた。

新設工"'i は高木，糸川、病藤.玉木， tょ.野村噌

林. 後川.秋葉の，市先'1:.. 県"1'ーの-¥昆.小回.大

林守山柳， IJt磁の話先生は27号館の床の抜けそつ

な建物に屯ろしていたが音、気だけは盛んであった。

一年目は私と太凶君それに大塚 (1狛L白ωlけ)君の 3 人

で毎 H 半倣夜て

と d雌鳥J引|先，帆I'. が加わつたのは次の年てでωある。 もっと

も 3 人だけでは如何ともしがたく， III航.If それ

に各大q: ， もと@た JJ;(干絞研究所の方々に T-fよっ

て n'i いてー II出初Jの年 lこ .m: <ιj\に 30機4γl主的公JCR を

〔研究紹介〕

同ケ llllに近い太i羊村から放球している。

観測ロケ y トの方も似た様む状況で.年 tl 1l 40機

jI[くを内之浦から打ち上げている固散々乎占担っ

て，わが国初めての人工衛星 rおおすみ』に成功

したのは数年後の昭干1145年.尖験主H:だった野村

先生は後年 r 日夜与えるのはこのすEばかリー打上

げの準備.シーケンスがしばしば)2': 町中に 』

と述械しておられる。わが図の1・宙開発の付身を

円IJ る思いの市倒的時期である。

その後宇宙科aγ 研究所は発展して今や IJiI際的に

bIff1.2::な機関に迄成長した。 III 自IJの l時期lからの諸

光棋の独創刊の村j批.所内の総力の結集と科大手

との協力体i1pJ を持ち就けるならば‘宇'IJ.;科学研究

1叶の未来は I~I るい。 IH主店、いを凝らす II;} に jti は1'1

ずから 1mけるロこれが大切な:ドである。

iドをとると 1!1，F， II刊に}f~ ~を弁じー 1長柄 lニ訓成を弔

れたがると日われてはいるのだが 。

さきがけ最接近一磁気圏の観測

東北大学理学部大家 寛

1，さきがけの帰還

「さきがけJ が帰ってきた。 If17 r1 15時45分

JST にま'-)58地球半径の山で.路公1萄に突入 L ，

1!I81123:091こ 88 ， 900，m!こ最接近 L ， 1fI9rI

1I昨 J ST に叫ぴ磁気闘を H~. 5 時JSTに 1酎喉波

を通過して行った(第 1 I苅)，

さきがけを送り H~ したのは 1985年 1}!8 r1 41時

であゥた。まだI~Iけやらぬ内之I，llの町を紫色に UU

らし出し「たのもしいJ JI~背をあげ.サ市:1:1l-\1に

1111け突進していった。 4~1全l初の地球.'1'\1JI剖脱出を

~~た L. それまで MS-T5 と 11 1'ばれてし、た J菜作{本は.

r さきがけ」と命 r， さ tしこれもまた 4~ 凶で初的

て ~$J1U 日l軌道入リをした。そして 1986+ 3H10ｭ

1311 にかけ出史的なハレー刊日観測を行った。さ

2

きがけのハレ--I'~%tJ_I"，接近副a縦は 700 J;lmであっ

た。しかし.咋M.の 1，1喰波かり放射される CKR

(Come凶 ry KilomelricHa.dialion) を発見する

他.妓から 1000 万kml こまでわたって広がるイオン

ヒ， 77· ， 7 j曲作が.強いプラズ«，止動的存 il と

と L に，時 l らかにされる手，大き主!止*を納めて

L 、る。

そしていまや. 7 年 IllJ の太陽系:;:Il刊の旅の後.

さきがけは.二れもまた，我|吋初の般公|剖通過を

来たしたのである。それは， .量欠凶足許1\から入リ.

わさ JIU を泊リ、そして ~(l 却にぬけるというーたっ

た一機的 f，，1I:休が、 30 年の磁気|到の臨 I J1I IJ 史的総

~S 耐と;::jっても良いよ?な現象を次から次へと凡

てゆく. ;11 大な軌道を通過したのである。



2 磁気圏を通って

健気問の l在楼観 il\lll ;1 ，我々 ISA S を嫁fIに活雌

第 1 図

1992年 1 月 7 日 -I 月 9 日にかけてのさきがけの

軌道と磁気回の縁相， (土図)北極側からみた状態

で赤道商に投影. (下回) IO-22h子午商に投影.さ

きがけ軌道上の点は 時間毎の時刻を示す.線でカ、

こった部介は， USDA局て・直接観測が行われたとこ

ろで，斜線の入った部升(DSS)は JPLにおける深宇

宙局によってデータ取得されたとニろである。

私llhl人のロケット観測史では 1961年 7 月，秋凹

道川海岸で K-8-7号機の実験に参加した時、はじ

めて 180km の高度に到述したのが故初の経験であ

った。あの時の感激がいま磁気閤通過の感動と重

なってくる。相校!阜の研究所内 r さきがけJ 運用

主では，コンビュータの冷却背以外は令〈怖かて同

あるが臼 III);;)からおくられてくる刻々のデータに

身'I'は晶〈燃え， -1 ，iJかたずをのんでCRT回 l耐を

見守り続けた。
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第2図

MGF によって得られた.磁気圏境界 6 時45 介UT

(15:45JS T)に， Bx が大きくほぼ一定になり，磁気

圏尾部ロープ域に入ったことを示す(斎藤(尚)，湯

元.中川による L

する研究者には水らく手の "ll かないところであっ

た。 1978 年 9) J に打ち上げられた EXOS-B (じさ

けん)がはじめて向皮切， 000km まて d到達 L ，磁気

|胡の人口に到達，その後， 1989 年 2 月に打ち上げ

られた‘あけぼの凶 (EXOS ー D) は じきけん よ

りはるかに苦 J立の濃い.府内、 f- ，IJ 皮肉観 il\l l を行って

いるが.軌道としては高度 IO ， OOOkm て二極軌道を

通ることによって縫気閤深部とつながる領域が観

測できるようになった。こうした背設のなかで，

1992 年 1 }-j ..さきがけ.が 1fJ'篠磁気閤そのものに

深〈入った沢である。この"さきがけ"の般気凶

境界城への突入時は， I司且 l局では、探企 i体を fl.]桜

追跡しえない状態にあったので.データレコーダ

によってデータ取得されたが，その結栄はtf; 2 図

的磁場データが示すように.見 4与に磁気悶ンース

と呼ばれる太陽風が吹いている領域から，地球の

oil 坊の勢力 l劃内である磁気凶内へと移1iしていく

様相がとらえられている。

尖時間観 i l\l J は， 1 月 7 n19附 JST に開始さ

れた(10 ・∞lJ T)。その後 l 月 8 日 6 時 .J ST ま

であ，'e <11時 11 1j ill:い観測データを伝統して示したも

のが第 3 図である。デ タは上から Lド帯 (4 kHz

-200kH z)プラズマ波動スペクトル， ELF 惜 (70

IIz-2.5kHχ まで 5管域 i選択)のプラズ 7波動スペ

クトル，雌 t~j 3 成分(亦 Z方Jil l.緑 Y 方向可 ~'lX

1;11'1)て二ピンクは全般 1) を示す。太陽胤データ
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第4図

磁気圏の活動と，オーロラ粒子加速織との関係を

示す。極域上層3.000km-12 ， 000kmにわたるオーロラ

粒子加速域がオ ロラキロメ 卜 Jレ (AKR)電波の源

となっていて.ここか勺宇宙空間に向って. AKRが

放射される。

第3図

l 月 7 日 10: 00UT-20:OOUT にわたる。 さきが

けの全データで時刻の 0712 は l 月 7 日 12: OOUT のよ

うに読む。上から PWP( プラズマ波動). LF 帯(4kHz

-200kHz) 句 ELF帯(70Hz-2.4kHz ‘恥 hannel 選択)

中間に MGF( 磁場) .三成分(赤 Z 方向、緑 Y 方向.

黄 X 方向)と全磁力(ピン 7) を示す。最下部 SOW

(太陽風)て\磁気圏尾部ロープにある聞は仮の値

600 km /sec にお力、れ実際はデー?がない。し力、1.-.

14:OOUT 力、ら 18: OOUT の境界都プラズマ中では.地

球側力、勺飛来するイオン流を検出している。

は‘ f昨下のハネ/レに司、されるが.磁%悶に入る

と桃あ UI~J なイオンの流れはなくなり.似の fiむ (6 ∞

klll/s) に設定されている。しかし不思議な :1; とし

て知 l られていたカ\プラ丈マン |境作械をil!i過

1 る til] は， Ill]7:.的に. jill いイオ:- if， Uhl っている

ことが侃認された ω タイツタノレンクには.特にそ

の{也は J、されていない。

滋気圏ロープ

まず特徴のあるデータは. F.L .H I'，プラズマ波別 J

のスベクトルに JJI われた。 i 円 7 日 14 :OOUT(23:

001ST) にそれまて 1ゆかだった il!d;!J スペクトルが

一斉にさわき :H すのが比られる。( 13:00 lJ T過ぎ

に 11.\ているデータは. G強気凶夫人 II与のものを再'I:

したもので.尖 II寺川テ-5'ではない)。まず 1£ 店、を

ひくのは.この ELH\ のプラズマ技量'iJがさわさ山

すまでの時 IHI·m で，ここでは対応する磁場も一定

11立を市している。ニの書 1\ 分は， t.f11 図では磁土品が

後んに IIIJ け l吹き捕しされている i山域で. ~磁気閤ロー

ブと II 千ぶ pH 械を通過していたのである。

第5図

l 月 7 日のデータを 17: 00-20 ∞ UT について

拡大したもので、表示方，去は第 3 図と同じ。

-4 ー



プラズマシート焼界主要

およそ 14 :OOUTから 18:00UTまでの41時!日I. ELF

プラ丈 71庄山Jが大きくさわく 1主乱制域に人る。こ

こは.プラズマンー卜の出掛 !J或として知 l られると

ころである。ニこに.大きなプラズ 7乱流が発生

し司時々 イオンが太陽側から走ってくる状悦は.

すでに米国の般公凶 l~jl ， l_によって発見ずみである

が.この領域がどうしてこんな所に生れるのか多

くの謎をもった部分で.その必解きに関してこの

「さきがけ J データの今後の分析は.大きなと r義

をもっている。

プラズマシート

16:00Ul 凶から，大きく j垂乱状態を d、していた

ιLF プラズ 7法則的九台にtH~まる。ここでは.健気

悶足部の絞ともいうべき，セノトラ Jレ・プラズ 7

yートに入ったのである。ここに起る現象は 'i-: 商

宅!日 lプラズ?の般似の問題として知句れる. ~且場

の内結イ?とフラズ 7松{-)J11 j阜であるが. II年あたか

しこうした川副 Jの 1m 始に「さきがけ」は遭遇した

のである。

オーロラキロメートル電波と磁気圏サブストーム

12:00UTIJL 卜 F'~i の記録に判的広いえベクトル

を不すオーロラキロメートル電波が観 ;"'1 されてい

る。 14:50 可lからむ激しいオーロラキロメートル

'iL: i，止肱射があり.そしてさらに 17: 40可lから 4 lui

にわたり，オーロラキロメートル屯波政射が，発

'I ーしている。ヰ引ニ 19:00 に発 'I したオーロラ・キロ

メー I· I レ'，lLiJJ iは極的て激しいものと tよっている。

きわめて感銘深いのは.これらのオーロラ・キ

ロメ トル';l!:法政射併のそれぞれに対応し最初 J

の部分に大きな磁場変動が起こっている。この随

場変動は. I毛剖 iの磁場が併結合 L. セントラルー 7

ラズ 7/' ート内の 7 ラズ 71 ;1プラズモイドとなっ

て，地球fI !11 そして尾市 1， 11111 に飛んでゆくことと対応

している (ffi 4 図)。

オーロラ・キロノ fIレ ilL i&:の発生官l域は，地球

阪域JJM3ω0>"'-12.000>仰の範凶にある。ここで

は . G蛙気凶から流入するフラ丈?の似入を'1:け，

IkV- lOkVに相当する'IL:圧て~<~i屯粒子の加速が起

る (ffi 4IヌI)，この←*のプロセス lよ.尽く地球物

l'~'tの分野て二オーロラの発生とそれにf'I'う磁気

/，i(\すなわちサプストーム( Mil次的磁気嵐)として

知られるものて二そのJ'!の IJ弘凶となる過fJ~が正に

起こっている現場に.この「さきがけ」はー luiの

磁気幽飛紛で遭遇したのである。

また. 171時45分から 191時45分的 2 時|品lの roaに約

30分 I~IJ隔の単位で，繰返し発'I したサプスト ム

を「さきがけJ が健気悶にあリながらとらえられ

たことは、まことにむまれた#であった。第 5 図

は.この:/ lJ ーズの部分を 17: 00-20:OOUT まで

心しているが.オーロラ・キロメ トノレ電波の微細!

な仏づきが礼られる。

衝撃波

1992 年 1 H9 日 5 時(jE/i再な時刻はこれから行

われる再4 データの時刻雑誌を必要とする )r さき

がけ J は. J也foR舷気圏 Ali 曲j の1釘幣波面を断切った。

プラズ7放射Jが一時全てのチャンネルて・急JfIL.

磁場が，急激に惑hi間~I問の値にもどる。そして

太陽風がf31it)}¥J:1:Illl の速度を不すように急激に及、

11 ニしている。この jJff i!!'¢'i 皮 1M を越えて「さきカ'i tJ

は. I句ぴ Fldl~.1 制空間 lに出たのである。

3. rさきがけ J の新しい任務

地球スウィングパイを行った後「さきがけ」は

惑!， l 問雫 WJ において，ほとんど地球と同じ軌道を

とって太陽を周 lui する。つまりはぼ地球近傍にあ

リ M: も雌れた時でもその ~I; 向性は 4000 万km てdある。

したがって市川地球 j!i f<)jの.太防風の観 ;"'1 をfT'、

つつオーロラ・キロメ ト J L，.. 'i tL械を '2 討するニとに

なる。

l時あたかむ.いま l主l際的に STEP (木陥地球系

エネルギ 図際協 Iii] 研究)が走っている.これは

1990 年から 1997 年まで絞〈大きな協同研究フログ

ラムであるが、大切な観測討の一つに太陽胤の長

I~J 観測がある。「さきがけ」による地球近傍の太陽

l此のモニターは.械的て大切で，今 lui の地球スウ

イングパイによって.この新しい任務が織立され

た恨の意義はまことに大きい。

そしてさらに， 忠まれた 1与は. この『さきカ叶 t J

が 1993 年 6 JJ14l:!にI'}び蚊按 jfr をし砧公園児部を

5-



スウインタ Jぐイミ'/;/ョン J にかかわった方々に

この場をお{片りして沫〈謝窓を表わしたい。

なお-1'fi，:jに l立桜かかわる「さきがけ」の PI メン

ノ〈ーは，

PWP(プラズマ波動)

大家 克，~、|珂 IIR ，似 '::i Jft主英(!u北大型)

MGF(磁場)

斎藤 I~I'J 生(東北人:J'l D，湯元的文(名占庫大学 j、

4，おわりに Il品地球環 tQ~jf) ， 'I'川 ijJJ 子(宇凶研)

この劇的な「さきがけ J の般公 l司通過と故怨近 SOW(太陽風)

は，予屯l以上の大きな成米をもたらした。帆道工 小山平一郎( 'j:'lii 耐f)

'Iの総指仰をとった|杉 n:;芯教援.迫湖、の H休的 である。小山さんには r さきがけ」全体の~川に

なl'UJ5に当った指峰(宏)さんはじめ傑 cj':刷局運 ついて t 'j':'lh 叫における極々のお刊日liをいただい

問会議の方々はむとより.ニの l 月をもって i且'白一 たが r さきがけ J の裂作時に努 )J された町、I'LL

された丙村前所長， MS-T5;J ち上げに全 )j を投じ 伊藤 [jl'I教校にも改めて謝立を表わして.ひとまず

られた秋築現所長はじめ.全ての「さきがけ地球 本報告を終りたい. (おおや ひろし)

お知らせ班風車車車東京車摩車東京車車店班*);j(南東京東京原車車京司 2

*ロケット・衛星関係の作業スケジュー Jレ( 2 月・ 3 月) 喧夢

通過するが，さらに制 i卸売fスが銭っていれば 1994

年 10 月 28 日と 1995年 10 月 27 日にら披被近する可能

刊が出た 'I'て"ある。もし 1995年 10月 27n の枇按近

が nJ 能になると 100Re (Rc:地球半筏)の磁気幽

か句人リ ryi 鰍卜層数 Re までJi，l :t長jfr する可能性があ

リ， STE ドへのi'i:MI;等を思う時.科学観測の~，;は

さらに大きくI:liらんでくる。

2 月 3 月

S 10 IS 20 25 :l9 l 5 10 15 '0 25 却

M-3511-7 BI クラスタ結 i 夜 l~ l'<I 'SM Il C組収

仁二コ
(8 沌} {日産}

5-520-15

r-ー← 1フ」/2ラ(3Kイよ5りCト))オヘレ-，ヨノ
部12回へネトレータ rt人買験

RFT-2
フライトオベレーンヨ〆 (NTCl

(1/3 0よリ) (K5C)

*教官人事異動

発令写月日 氏名 異動・羽岡 11(I 日) ."

(鉱 経}, I I 本ft ~ ~1i~鍋党系助 F 1t jl: 人七rr7飾的 F

{佳悶演す温・.)

4 L Ii 肉付 純 ･!&;4ｷffIJ !l6n 自民 'j 子前“学“ヲ担桶 ro
任期満了によ・j 退聴

{舞 佳).臥 {::i9 :郎 j"liiH7僑究所長 J ステム儒究系"綬

{側 径}

" 111'1' 納郎 金値 ij Jll t"' i:::f? 守胤闇‘ KJ 担保舷佼

I lJl lf: の矧 IU Il.1.>f'1£ 6 年

3113111 まて}

" '~j l' (川[ ニ険大気球a品川''ii I毛 itrl，~L(.:J11 J:'t州化系

(併If.の糊川"ド1~6 年 教校

1H1611J.て}

" 内村敏允 れ ur;··，ii 令/:II観刷所k 樋J 1iI. L(.:Jll l';"制定"

<I秀作の削lRI U. "I'成 6 句? 数段

1111611J.て』

{倹佳解除).依....院 語、肉oIl t" I 併 〆ステム続完.段段

{免)

" 臥t..K' ~Il思 運営凶:I ll J スチム婦究-l:f~俊

スペースプラズマ研究会

H 時半成4 年 2 J-1 2l 円倒

場所宇iii科学研究所4'館 51;告会議割

問合せ先 J·: 'd.i科学研究所研究協力諜

Jtl ， iJ 利用係

0427(51)3911 内2234 ， 2235

*(財)宇宙科学振興会研究助成対象者決定する

(l!1)'i:' 1i汁十字似興会([期本}~'， IJ1) 盟 '1\· 長)では、

ー|ι 成 3 年伎の研究助成候補者を公必していたが司

令凶から 19 (0斗の応募があり， ll fJ 2911 開 fij ，の研究

助成事公会において，東 Jl" 大·'t'" 担学部助手・比屋

十1{~ 氏の r衝突脱ガスに1\\ 1する実験的研究 J に決
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いっぱい続けられることになる。 は上ー)

合 5 -310-21号機

本年枇初のロケット尖験 S-310-21 号機は.地球

の大~i..Q境探貨の一環として J.. '4' 100 キロメ ト

/レの付近から卜の大気の主要な成分て'ある酸素原

干(地上の成分である般素分子が個々のIiKf·に分

かれた状態)の絶対昆;の計 ili'l と、 1庇i出庄の書1\ 当て

にも|民l述する下古1\屯月w附てdのfIL l&:伝惜の観ili'l を同

的としたもので l 片 28 日(刈21 :00内之浦実験場か

ら.j"jち上if ら it た。

当日は. 日中は 3 月末を忠わせる陽気で.好天

に!とま Iしロケットの~m. 撚載機?，~の動作とも

に.すべて正7品に行われた。

紫外線ランプの光が上階大気の般索 11;\子から散

乱して民ってくるのを計測する新しい際坪ーの計訓l

法の動作を雌認することができ.これまで.いろ

いろな計測法で.ぱらぱらなデータが山ていた般

素 Jr.\-( の密度の絶対~I 訓IIへの道を聞いた。また，

地トーの}点送泌を上空て“受{討した波'Ii})，汁iJillの尖験も，

下部-iII:雌 l付棚附巡の布告J，f;を決めるのに 1[( :itなデー

タを 111ることができ.本年はじめてのロケ y 卜実

験として5(;先のよいスタートをきることができた。

(河品信樹)

*CNESのレヴィ長官来所

さる 1 !J 7H ， CNES(7 ランス国立すて耐研究

センター)のレヴィ長有以下 4 名が来所され，丙

村所長(当時)と歓談 窓見交換の後.所内を見

学されました。 fはそのスナ y プです.

((1'1川森立)

一ーさ雪印TRO・D一次噛み合わせ試験
問“tl.S ¥1r:1~ 竺三日 終了

凶事情 H
てとと出ノ 111 年lO Jl 1H よリ行われていた A

STHO-D一次哨み合わせ試験は. 12 月 18日に fl1'展

式X 料lBY遠鏡を fil'版した状態て闘のi午:jIi} の総イ干動作

試験を行い，予定した J" 本 fl') な術援のili!J11 雌認を

すべて終えた後. 1:1iM分解門業に入り. 12月 26H

に全 H 似を軒、 i長終了した。試験が年を位してしま

うことが心配だったが，和!とかぎりぎり年内に納

めることができた。 l則係会位のご努力のおかげと

感測をしている.

J式験はじめに行われた機械噛み合わせの問姐/.1

についてはISAS ニュース 12月号で報店させてJfi

いたが，屯気ロ尚み介わせよIi.験を通じてのl~n己全体

にかかわる比較的大きな問題は. I-JK データが屯

ihj( のノイズをひろって変動したこと，いくつかの

機認で大き主ラ'/;，/ユカレン l がはられたこと.

屯似の i味陶 Iが数凶起こってしまったこと等であっ

た。その他，各機昔JV. lii 体レベルの問地 j 山も数十項

I-I にのは守った。これ句の問題点については. -I 分

検討が加えられ.必要なものについてはしかるべ

き千 Iii しが行われることになっている。

現イ i は.安勢制御系の機能性能評価試験が ii わ

れていると共に.各機器の最終調坐. 4'·j 本環境試

験が進行中である。そして， 5IJ の連休が明ける

と.再び衛星が組み卜げられて，総介試験が今年

一 7-

定した.

12JI17H 宇山科"I 研究所に同氏を招き.助成金

として 300 万円を賊話する旨の決定通知井が凶村

J!l!'I~ (同研究所長)から綬与された。



ご苦労様でした西村さん

田中靖郎

凶村さんに初めて山会ったのは紅、が未だ大阪大

学の学生たJ った吋l ですから.もう 40年ものお {I き

合いになりま 1 。当時は二人共和忠良百l憐な美百年

でした?そのI1j大阪 iii 大，神戸大， I以大合 I ，;J でや

っていた，;-:'，#似のコロキウムで.十)Jめて見る小州

な Ill"年が尚々たる弁舌て-;jてス J主を主主に巻いている

のに.心臓のナ，J l"、私は大変なンヨンクを』呈けまし

た。これが肉付さんとのけ1会いです。昭和130年，

日本初J の共|五l利用研究所として以京大学に/jj( r絞
研究所が創設されました。翌年ヰJ山ι副都がけ 11 * ，

曲村さんは助教Jえ私は助干として核日fに人リま

した。当時は物坦fの fM興lYI で.新しい級副1 には~

IIIi(1 めような，一内村さんにとっては闘よ、を l必くの

にうってつけの激しい川%がみなぎっていたもの

です。山十!さんは叩くもj:J米 H 木のえ r，R グループ

の総帥たるべき」勾を J立憾なく発 in ，その+:配

ぷリは'kに比#主ものでした。日本の気球技術に

は w 界に df る数々のオリジナリティ があります

が，その多くは IJ~ 十i さんが~:ln ihn\ したもので， N

も含め大変多くの人が， t? 官、に I持して米ました。山

村さんは又.数 ι/ を f~J 芯とし(不得意の代表に私

をリ i 千H、に山すのには述必しますが) ，数々の雅r:月

を解析的に美しく iliH O'li 村流尖学的) ，胞は止に

名人の践でー H 感々J1~する他ありません。

岡村さんはオい、則的大病がもとでしばしば休 l測

をiJ li すのが気がかりでしたが.数年目 Ij. 思い切っ

てr- Wi を受けるとい 7 のです。店、はとても 4而そう

だからと反対したのですが，結決は T 術して大変

良かったようです。初めは所長の激務に手術後の

体が持っかと皆が 'L 、配したものですが I，企々元気

になるではありませんか。余私:所長職は水が合っ

ていたのでしょう。

山村さんは並外れた以の回転の速さと，雌閉山

I~~d:-t が川くという闘争中古事 II ，必"持の信念の持ち'r'.

で，斗'時よりは円 u械の将にふさわしい人と言えま

しょう。実際この 4 年間色々囚怖な局 l削で， 出に

年間はかくあるべしとの思 ;t! を n くべ("I拘って

米られたことには心から倣;仏を表します。文、隠

し :1'; の山米ない人で( 'a i:~， riJ 定といわれるほど方々

にし〈べっては<，e. 'I i'，が似てる執もな L 、)， 'Vl t!， に所

信を明かすことから識からも{百軒 l されて 4ミました。

生;.J('似あか"て柄引好き. ltd 凶はいつも!賑やかで

笑いの絶えないエンターテイナーである --J) ， 聞

き」“子でもあり人の一色、見にはよく上 l を傾けました。

それに. LI は :ill いが十 Nf こ!早く.不足身になって H!J け

を'tit"しまぬ刊日 li 好きな叫桁が人虫を集めた J]! 由に

12 いありません。

会えばお/Jいに什 l まiL 1-' をきく|問料でしたが，

私にとって敬愛する先輩て凶あり l\ili な D}J 円者であ

った II~ 村さんが i、って何とも政しい公持ちがしま

1 。これからもしばしば';0: '1巾叫に発 Ii店をかけに米

てくださるよ j お l飢いします。

先ずは大変ご ι労憾でした。くれぐれもお体ご

大切に。

西村純先生のご退官に当たって

雛田元紀

:J , 2 , I , 0 守 Ijj(球。昭和46年 9 )I7 日 'I" tlij

8U:\'56分‘ハラ y ュー卜 I;TIl制 IJH ~"実験のための l占

5-31~~機がて|控大気球観測所から l直球された。こ

れは S -160 ロケントの lfJJ 皮々でのノマラシュー I·j 時l

傘の 1"t 舵l刊 If'l I のための千制 ii実験で，私にとって

は凶付先， I の大気球尖験に参加させて m くように

なる故初の印象深い機会でした。以米今日まで句

凶付先生からロケ y トのための数々の大気球予備

実験やロケ y 卜 衛星の実験.これらに|剥わる様

な々白壁 II 間川の解明 処J]J1 1こ，直接， Ifllft にご指
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導附いて参りました。先生のご追討に際 L. 何か

につけてご教示を jill' 、できた者としては心細I' 、限

リです。

退下;百じ念講副i会でのお前からも伺えますように，

光当の研究者としてのご活版は物用学. I日竿の多

岐にわたり、それぞれの分針で世界的な業料I を挙

げておられます。 r.'平の分担tでは.先'10はわが l主|

の気球」学を世界的レベノレにまで1守て上げられま

した。大気球尖験で14ri発されてきたパラシュー|

や回収に|則する技術はロケ y ト開発にも深く|主!わ

リがあり，これらの技術を'I' 'L、として早い段階か

句恕切丁寧なご桁与をJj'[いてきました。

S-160 ロケ y 卜のノマランユートシステムの改l{.

S-520 ロケソト 1111収 y ステムの開発、繊維強化公

球のIm~~ とこれによる千I 拠 II，fjJ体の'大験 rはく

ちょっ」や「さきがけ」の液体ニューテインヨン

ダンノマーに|則する問題など、非常に多くのことで

也桜ご指示を jill いで参りました。先生の鋭い洞察

に恭づいた解析と尖験によって叫解に処恕されて

きました。

今後は、これまでのように市時ご111;呼ご相談を

jill('ことは叶わぬことと主リますが，先 'lcl :J:現イ i

でも制力的に fill 究活動を続けておられますので，

fb だ身勝手ではございますが変わらぬご主:慌を H弘

りますようお鴎 I' 、致します。

i此 f去に.先生が益々おj(;気て r ニ:lfiU~ されること

をお祈り放します。

小田さんを送る

棚次 E 弘

小川欣司さんが l同年 12)-13111{'1 で昨職されまし

た。小問さんは u附「円{和 3幻7年に技術 t和制納II市Ii仏佐:上以 i として点京

大ザ

6叫側II 究F所j片rの文剖部 i技'Iじ山~，;に{打T: '1~' ，さ jれl ，まt した。 以フ!と. 26 年

liil エレク l ロニクス関係の機協の製作およびコ/

ピュ-)1のソフトウエア開発に fii' 'I ιされたことは

!ム〈知 l られています。私は H附円利 5引l年に k付f古1 まつた H波証

水エンジンの実験でノ小 lトN、汁 III さんには陥分お II刊H:rt ，

りました o 刊に.尖験データの収鉢に l叫するハー

ドとソフトの I-J~·J ~t では小 i日さんのむに i.l. l る人はい

ないと思います。機械請を駆使して各怖の， 1 r; WI 機

7，;.Fを繰る技は小田さんの制』出場でした。この機械

3!? の勉強を川十を半ば過ぎた吋 lから~f;められたよ

うですから.小fJlさんの|何学心には全〈則的卜が

る思いです。今後、かなりの l川小川訂 filii ソ 71 が

'j': 'ri i Mfの随所で利用さ it るのではないでしょ 7 か。

小 H:I ゾワ卜の I) ス l にせ iーさ込まれた裂門名 Oda

のサインを見るとき，小間さんのあリがたみが掛

るものと思います。

f-I:'I:; のはかの小川さんはいくつかの多彩な趣味

9

を持た II ていたよ 7 です。高山村l物の採Jlx. WI;'~

やコ/レブは御存知の方もい句っしゃると思います。

店、もよくゴル7 を Jt-にしましたが，小川さんらし

い点 liIi LI な. したたかなフレーて"あったよフに思

いますG

M:jEi:数年 IJ-IJ は Ilk郷町 m·岡県に桝を構えら jし新

幹線を利附しての I'，辺 3 時 n\J~~りの通勤でしたが，

t配イ?にタ 7 t.J，' 小 III さん L 川fえ切 II ず， '4.:年まで l

il 余りを賊されて勧奨退峨されましたことは!'{に

妓念であリます。小川さん、ご円ヅj さまでした。

-・...

.一、，

ぺ，IJ"，-.1

ATR エンジンの前の小田さん(在)



主義 L!i L_
師走の米英訪問記

宇宙科学研究所小川原嘉明

111' .11工 8 }-jには，ヰ:街 'Jf的部 14 り科γ1有 JI~'. r ょう

こう」が無事打上げられました。現拘のところ-f

い全てが、文字通 I) ，胤i且にのって順調に推移して

います。 l時期的には， 4 年 9 ヵ )J にわたって大治

組し無 ιi与役 U を栄たした r ~.んがJ i柑星と人tL佐

わるよヲなかたちになリましたが， IJ!J係各 i止のご

尽力で，技匡!のスペースアストロノミーは.また

一つ世界をリードする伶:j~を干にしたわけです。

「ょうこう J j:j;ili 関係者は， fUごげ以米初期 Ii!長m

に忙殺されて米ました。とくにこの j:j;i lj! では.大

附に IJiI際協力をとり入れているため，相校 I~( キャ

ンハスで L述11J，データ解析のために長期滞 A し

ている米英その他の研'允.r，の数が H 立ちます。デ

ータ受1~iL KSC とあわせて今回初めて.毎回数周

-10悶|叫NASAのDSN(採'r 'd~i通信網) 3 同での

受いを行っています。これらの新しいillim にも tft

れて.さらに今後の検制 J買 u もある組皮みえてき

た段階で.初期Jilli 川;f:;!f*その他の「品識のため米1£1

何学会や米英の関係機|測を訪問l しました。 12月 7

円にまず米1"，1へ.引き絞いてクリスマス直前に英

医|へと.まさに点奔西kの慌ただしい制定になっ

てしまいました。

「ょうこヲ」の抽U'iJ した太陽の軟X 線{象( I:l;j(

協力)は.本誌をfJJ的多くの場所で紹介されまし

たが.世界的に大反，~を呼んでいます.しかし.

r ょうこう j の観測はこれだけではあリません.

円本のお家誌の rすだれコリメ タ」を発展させ

た r究極のコリメータヲ J とまて'いわれている再~

x~ 忠明述鋭で品 i像されている傾 !x 線像も.軟 x t\l

i主に勝るとも劣らぬ結栄を得ています。また S

MMj年imに比べて桁i品いに!品皮肉内い「ブラ y グ

紡品分光よ十J (日英協力)は.通常のコロナの絢{線

スペクト Jレの観測， )ム帯域分光討は.核ガンマ線

スペクトルの観測等にも成功しております。誕'-F.

したばかリの f ょうニう J 衛星が，中くも世界太

陽物用関係者の|弘l心の中 ·L、になっていることは時

かです。

3000人が参加してサン 7 ランンスコでB~J催され

たACU (アメリカ地球物思"j: j車合)では.初日

(12月 9 rI)に，特に「ょうこう J セッショノを設

けると|日 l時に，セ y ションに先だって「ょうこう」

の新 fm 必ず』会見が行われました。 J己白会}止には.

r ょうこう J 肉米国研究チームを代表して物珂 1学

省て;. it:ヰ- ，山飛行上の 77 トン 1噂 1二英|刊の研究チ

ームの代表としてマラード寸ー宙科学研究所長のカ

ルへーン教奴， 'Y Ui'庁からは-1'1.の 3 人が出席しま

した。;j( l'fi ll 付では，以 j!i急激に厳しさを.K" l してい

るI:l ~<J 苧僚による H 本への以感が!日 l姐になってい

ます。たんに続消関係だけでなく.科学技術につ

いても ， JH Jt 研究ただ乗り論が広< ，活直 iになって

いる A- Ii:l.j J でしたので，もしかするといろいろと雌

しい議論がて'るのではないかと，いささか危似し

ておリました.しかし幸い各社とも令以が，今回

の佳|際協力的泣義と宇宙研の 1括原 Itl 匝tl のlι 巣を十

二分に説、殺して.極的て友 9f-( I'J 主張剛志 tて'終始す

ることができました。

NASA のマーンヤル宇宙飛行センターや.英国

のラザフォード 7 ，，/プルトン研究所等でも，所

長以下関係省が iおl，'，の成功を f~· ぴ，今後も寸円占

研の計 l而1に赴 JI ー参 1111 協力したいと強〈司 f; 望してい

ました。今回も東奔西走の/H J. この側にふさわし

いような面向い話題には事欠きませんでした。し

かしなによリもまず， 'i"HifiJ fの l:nH.~· 十回と|五 l際協

力の成*が名国て凶似めて向〈評価されていること

を，この機会を借リてお知らせしたいと J7 え、い

ささか 1m はゆい r 1'1 1 問内的干 L褒め J のような話に

なってしまいました。お ·lf p;~リの山カイあリました

ことはひらにご科教下さい。(おがわらよしあき)
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